
「学校を核とした県内1000か所ミニ集会」実践例 

学校名 

市川市立南行徳中学校 
市川市立南行徳小学校 
市川市立富美浜小学校 
市川市立新井小学校 
市川市立南行徳幼稚園 

児童生徒数 

  ６５６名 
  ７１２名 
  ８３３名 
  ７５７名 
  １６０名 

テーマ 地域とともにある学校づくり、地域と学校の連携・協働について 

実施主体 中学校ブロック学校運営協議会と学校の共催 

日時 

会場 

令和２年７月１３日（月）１６：００～１７：００ 
富美浜小学校 体育館 

日程 

流れ・進行 

１ 地域学校協働本部の説明 １６：００～１６：１５ 
   説明：市川市教育委員会学校地域連携推進課 
２ 筆談ワークショップ   １６：１５～１６：５５ 
   自己紹介、意見交換「地域の子どもがどう育ってほしいか」 
３ まとめ         １６：５５～１７：００ 

参加者 ・地域住民      ・教職員 
・保護者                   合計 約６５名 

広報 ・保護者への配布物 
・その他（直接依頼） 

参加者の意

見 

・地域学校協働本部が理解できた。 
・多くの方々が考える「育ってほしい児童生徒像」を共有することができ

た。 
・コロナの中でも、筆談ワークショップで多くの情報共有ができた。 

新しい生活

様式の下で

の実施にお

ける工夫点 

・学校の違う方々が多く集まる場なので、しゃべらずに意見交換ができる

場として「筆談ワークショップ」形式で実施した。 
・ワークショップで出された意見を取りまとめ、後日参加者へ配付して出

された意見を共有した。 
・広い体育館を会場とし、間隔を広くとって実施した。 
・全ての窓を開け、冷風機を動かし、空気の循環を図った。 

成果と課題 

 

○筆談により、全員が意見を表現することができた。また、運営側が参加

者全員の意見を知ることができた。 
△新しい生活様式の下においては、会議中同一のグループ内でしか情報共

有ができなかった。 
 



「学校を核とした県内1000か所ミニ集会」実践例 

学校名 松戸市立柿ノ木台小学校 児童生徒数   ６９５名 

テーマ 地域で取り組む危機管理体制について 

実施主体 学校が主体となって実施 

日時 

会場 

令和２年１１月１４日（土）９：００～１０：３０ 
柿ノ木台小学校 体育館及び家庭科室 

日程 

流れ・進行 

１ 校舎配置図の確認   ９：００～ ９：３０ 
２ 防災倉庫の確認    ９：３０～ ９：４０ 
３ テント設営      ９：４０～１０：２０（体育館） 
４ 振り返り      １０：２０～１０：３０ 

参加者 ・地域住民 
・教職員                   合計 約２５名 

広報 ・保護者への配布物（学校だより 学校ホームページ） 
・その他（町会長へ直接依頼） 

参加者の意見 ・学校がほぼ主体となって、毎年避難所開設訓練を行っている。非常

時を想定し、可能な限り地域の方で運営をお願いしたい。 
・非常時を想定し、今後も訓練が必要である。 
・新型コロナウイルス感染症の対応に基づいた、新しい生活様式を意

識した訓練ができてよかった。 
新しい生活様式

の下での実施に

おける工夫点 

・新型コロナウイルス感染拡大防止対策を意識して、「松戸市避難所

開設・運営マニュアル」をもとに開設訓練を行った。 
 ◦ 施設入口で検温、体調チェックを実施（屋外受付を検討） 
 ◦ 健康チェックシートの記入（受付時） 
◦ 体調ごとの避難場所におけるエリア分け 等 

・短時間でのミニ集会実施（感染対策を講じて）          
・密にならないように（小グループでテント設置訓練を実施） 
・アルコールによる手指消毒  ・参加者マスク着用 

成果と課題 

 

○感染対策を講じながら、非常時に素早く避難所開設を行う方法を、

地域の方と共有することができた。 
○感染対策を講じながら、多くの人を受け入れる知識が不足していた

が、訓練によって地域の方とも新しい生活様式における避難所開設

の情報を共有することができた。 
△参加した方だけでなく、地域の方がさらに広く避難所開設について

意識し、情報を共有していくことに課題がある。 
 



「学校を核とした県内1000か所ミニ集会」実践例 

学校名 勝浦市立総野小学校 児童生徒数    ６０名 

テーマ 野菜の魅力発見！野菜でおいしく、楽しく！ 

実施主体 学校とＰＴＡの共催 

日時 

会場 

令和２年１１月２６日（木）１３：２０～１４：３０ 
総野小学校 体育館 

日程 

流れ・進行 

１ 講話（児童、保護者対象）   １３：２０～１３：４５ 
   テーマ「野菜の魅力発見！野菜でおいしく、楽しく！」 
   講師：地域の野菜ソムリエ 
２ 講話（保護者、地域の方対象） １３：４５～１４：３０ 
   テーマ「日常に気づきと体験を」 
   講師：地域の野菜ソムリエ 

参加者 ・地域住民   ・教職員    ・その他 
・保護者    ・学校評議員        合計 約１２２名 

広報 ・保護者への配布物 
・学校ＨＰ 

参加者の意見 ・なかなか野菜を食べてもらえないが、『夢のため』と教えていただい

たことを確認しながら楽しく食べさせようと思った。 
・よい集会だった。野菜の魅力発見が大切だと分かった。 
・野菜を摂ることの大切さを改めて知ることができた。 
・今日の講話を今後の食生活に生かしたい。 

新しい生活様式

の下での実施に

おける工夫点 

・事前の検温に加え、受付時に非接触型体温計で検温 
・各部屋の入口にて手指消毒     ・全員マスク着用 
・話を聞くときは十分な間隔を空ける ・体育館の十分な換気 

成果と課題 

 

○新しい生活様式の下でも専門家の話を直接聞くことにより、課題解

決に向け共感・納得がしやすくなり、理解も深まった。 
○実際に楽しく体験しながら学ぶことで、食に関する意識が高まっ

た。 
△地域の方への呼びかけを最小限に留めたので、より幅広い方々に周

知したい。 
 



「学校を核とした県内1000か所ミニ集会」実践例 

学校名 南房総市立嶺南小学校 児童生徒数   ２９０名 

テーマ 放課後の時間の過ごし方 

実施主体 学校が主体となり、ＰＴＡと相談の上実施 

日時 

会場 

令和２年１０月１２日（月）～１０月１９（月）※土日は除く 
１５：３０～１６：３０ 
嶺南小学校 体育館 （６回に分けて実施） 

日程 

流れ・進行 

１ 学年・学級の様子   １５：３０～１５：４５ 
２ 講話         １５：４５～１６：００ 
   テーマ「ゲーム依存、ネット依存について」 
   講師：南房総市ＩＣＴ指導員 
３ 情報交換会      １６：００～１６：２０ 
   グループ討議、発表、講師からのアドバイス 
４ まとめ        １６：２０～１６：３０ 

参加者 ・保護者     ・その他 
・教職員                  合計 約２５２名 

広報 ・保護者への配布物 
参加者の意見 ・学校でノーディスプレイデーなど設けてほしい。 

・やるべきことをやってからゲームをやるなどのルールを作ってほ 
しい。 

・小学生からコミュニケーションを親子でとらないと思春期に大変。 
・ゲームはルールを守ってやれば、なかまづくりのツールになる。 
・親もネットやゲームについて学んでいく必要がある。ゲームはリビ

ングでやるといい。 
新しい生活様式

の下での実施に

おける工夫点 

・多人数にならないよう、学年ごとにミニ集会を実施した。 
・参加者の校舎内の動線を児童と分けた。 
・事前の検温  ・アルコールでの手指消毒  ・十分な換気 
・広い空間（体育館）で十分な間隔を空けて 

成果と課題 

 

○お互い顔を合わせて話をしたことで、安心感に繋がった。 
○学年ごとに集まったので、人との間隔は開いていたが、保護者同士、

保護者と学校の距離は縮まった。 
△兄弟のいる保護者が複数日休みを取る必要があった。 
△働き方改革の観点から、複数日実施は負担が増えてしまった。 

 



「学校を核とした県内1000か所ミニ集会」実践例 

学校名 千葉県立若松高等学校 児童生徒数   ９５０名 

テーマ コロナ禍における地域と連携した教育活動の在り方 

実施主体 学校と開かれた学校づくり委員会の共催 

日時 

会場 

令和２年１２月１８日（金）１３：２０～１４：２０ 

若松高等学校 松栄館 

日程 

流れ・進行 

１ 本校の教育活動報告  １３：２０～１３：３５ 

２ 協議         １３：３５～１４：２０ 

参加者 ・地域住民   ・教職員 

・保護者    ・開かれた学校づくり委員   合計 約１７名 

広報 ・その他（直接依頼） 

参加者の意見 ・コロナの中であってもリモート等の方法で地域交流ができるのでは

ないか。 

・高校生との交流を続けたい。 

・教員の交流もあるとよい。 

・地域への広報は広報紙が有効な手段だ。 

新しい生活様式

の下での実施に

おける工夫点 

・通常どおりの開催にできるだけ近い形での実施のための工夫 

◦ 人数制限（通常３０名→１７名） 

◦ 時間短縮（通常１時間３０分→１時間） 

◦ 構成の工夫（教育活動報告の中に、協議に繋がる課題を含めた） 

◦ 会場の工夫（机の配置や換気） 

◦ 手指消毒、マスク着用の徹底 

成果と課題 

 

○特別支援学校との作品交流、子育てサロンオンライン、授業で作成

したおもちゃ提供や保育士との対話など、様々な地域交流を深める

アイデアが出された。 

○地域の方々から、今回のテーマについて生徒にも考えさせることが

有効ではないかという発展的な意見をいただくことができた。 

△出されたアイデアを具体化する中でハード面や金銭面での障壁が

明確になった。実現までには時間が必要である。 

 



「学校を核とした県内1000か所ミニ集会」実践例 

学校名 千葉県立多古高等学校 児童生徒数   ２６８名 

テーマ 多古高校の魅力を効果的に発信するには？ 

実施主体 学校と学校運営協議会の共催 

日時 

会場 

令和２年１１月１７日（火）１５：３０～１７：００ 

多古高等学校 会議室 

日程 

流れ・進行 

１ 問題提起       １５：３０～１５：４５ 

２ 意見交換（グループ） １５：４５～１６：３５ 

３ 全体共有       １６：３５～１７：００ 

参加者 ・地域住民   ・教職員        ・その他 

・保護者    ・学校運営協議会委員     合計 約３６名 

広報 ・保護者への配布物      ・その他（直接依頼） 

・学校ＨＰ 

参加者の意見 ・ＳＮＳを活用してさらに発信をする。 

・高大連携を進める。 

・地域とのさらなる連携をし、口コミでの発信も大事にしていく。 

新しい生活様式

の下での実施に

おける工夫点 

・県学校安全保健課から出されている「新型コロナウイルス感染症 

学校における感染症対策ガイドライン」に沿った計画を立てて実施

した。 

成果と課題 

 

○意見交換の中で出されたアイデアに、「すぐにでも取り掛かりたい」

と生徒が反応し、実現に結び付けることができた。 

（Instagram による多古高生のリアルな姿の配信、「農業女子」と

して農業機械を自在に操る姿の配信 等） 

○例年は文化祭とセットで実施しており生徒や若い先生方は参加で

きないが、今回はミニ集会単独での実施だったため、参加すること

ができ、地域の方々も喜んでいた。 

△例年のミニ集会実施形態と違った方法で実施した。来年度以降、ど

のような形態で実施すると効果的か、今後検討していく。 

 


